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○検査について 

 

放射線検査を受けられる方へ 

～検査について知ってもらいたい事～ 

～ 

 検査や治療をすることで放射線による被ばく（リスク）がありますが、一方で病気の発見や治療という便益（ベネフ

ィット）もあります。放射線の医学利用では、常にこのリスク＆ベネフィットを考慮し患者さまへのベネフィットが大き

いと判断し（正当化）検査を行うようにしています。さらに検査を行う放射線技師が患者様の被ばくを少なくするため

に線量の最適化をおこなっております。 

 検査では検査室にいる間ずっと放射線をあびているわけではありません。検査（CT、血管造影、核医学）では体

格や撮影部位に応じて線量を調節しており、また造影検査などによっても線量に違いがあります。医療被ばくにつ

いて、線量の数値だけを見て「多い」、「少ない」と判断してもあまり意味がありません。前述のように個人差があり、

正しい判断・治療ができなければ意味がありません。 

 医療における放射線は今まで、適切に管理された中で、利用されてきた歴史と実績があります。現在の医療にお

いても、病気の早期発見・早期治療のため、適切な診断、治療計画をたてる上で必要不可欠であり大きなメリット

をもたらしてきています。症状や治療目的に合った検査の選択肢の一つとして最適化のもと行われています。 


